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美
瑛
町
の
畑
作
主
力
作
物
の
馬
鈴
薯
は

「
主
幹
品
」
と
し
て
畑
作
物
の
輪
作
に
不
可

欠
な
品
目
の
一
つ
で
、
産
地
を
形
成

す
る
「
種
子
馬
鈴
薯
」
を
も
生
産
し
、

馬
鈴
薯
の
振
興
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
側
で
も
馬
鈴
薯
は
換
金

作
物
と
し
て
は
魅
力
が
あ
る
も
の
の
、

収
穫
に
係
る
天
候
不
順
や
労
働
力
不

足
な
ど
が
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
面
積
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
一
方
で
は
加
工
馬
鈴
薯

納
入
先
の
実
需
者
か
ら
作
付
面
積
の

増
加
、
原
料
供
給
の
増
加
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

馬
鈴
薯
生
産
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
「
二

重
苦
」
の
状
態
で
そ
の
課
題
解
決
が
急
務

と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
労
働
力
不
足
を

カ
バ
ー
す
る
大
型
の
収
穫
機
が
美
瑛
町
加

工
馬
鈴
薯
コ
ン
ト
ラ
協
議
会
に
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
同
協
議
会
の
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
馬
鈴
薯
受
託
に
係
る
事
業
が
示
さ
れ

た
内
容
で
は
29
年
度
の
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

受
託
面
積
は
１
２
０
㌶
。
収
穫
作
業
は
自

走
式
1
台
と
け
ん
引
式
２
台
の
合
計
３
台

で
８
月
17
日
か
ら
収
穫
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。
収
穫
の
実
日
数
は
４
７
日
で
作
業

の
稼
働
率
は
73
・
４
㌫
。
１
日
平
均
で
は

自
走
・
け
ん
引
併
せ
て
２
・
５
㌶
の
稼
働
収

穫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
効
率
化
に
期
待
の
バ
リ
ト
ロ
ン

適正輪作の旗手

成
果
残
し
た
馬
鈴
薯
収
穫

昨年比延べ日数、
稼働率、時間を
大きく減少させ
た コ ン ト ラ ク
ター事業。従事
者養成などの課
題も

　

中
で
も
高
い
収
穫
能
力
を
示
し
た
の
は

本
年
か
ら
稼
働
の
２
畦
堀
自
走
式
ハ
ー
ベ

ス
タ
ー
で
１
日
平
均
に
す
る
と
２
・
２
㌶
。

圃
場
条
件
が
整
え
ば
４
㌶
／
日
も
可
能
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
は
欧

州
へ
の
現
地
視
察
を
行
い
、
導
入
に
向
け

機
種
を
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
２
畦

堀
で
ク
ロ
ー
ラ
タ
イ
プ
の
タ
イ
ヤ
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
、
マ
ル
チ
セ
ッ
プ
と
呼
ば

れ
る
土
塊
処
理
機
能
が
備
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
美
瑛
の
畑
作
土
地
条
件
に
適
し
て

い
る
こ
と
が
好
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
が
功
を
奏
し
機
械
の
能
力
が
十
分
に

引
き
出
せ
た
と
し
て
い
ま
す
。
導
入
価
格

は
６
３
，
３
９
６
千
円
で
国
費
や
美
瑛
町

の
独
自
対
策
の
馬
鈴
薯
生
産
安
定
支
援
事

業
等
の
事
業
支
援
を
受
け
導
入
の
運
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
効
率
化
に
向

け
て
は
収
穫
能
力
と
並
行
し
て
輸
送
体
制

を
整
え
る
こ
と
、
収
穫
物
へ
の
損
耗
を
軽

減
す
る
こ
と
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
従
来
の
家
族
労
働
に
よ
る
収
穫
時

の
人
手
不
足
の
切
り
札
に
な
る
収
穫
機
と

し
て
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
該

年
度
の
馬
鈴
薯
作
付
面
積
は
８
３
６
㌶
。

昨
年
比
微
増
と
な
っ
た
も
の
の
加
工
馬
鈴

薯
納
入
先
の
実
需
者
か
ら
は
作
付
面
積
の

増
加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
町
で
は
小
麦
の
過
作
に
よ
る
輪
作
体
系

の
乱
れ
に
「
警
鐘
」
が
鳴
ら
さ
れ
て
お
り
、

換
金
作
物
の
作
付
け
に
よ
る
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
所
得
確
保
に
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
青
年
部
が
取
り
組
む
食
育

事
業
の
稲
刈
り
体
験
が
9
月
25
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
美
瑛

小
学
校
5
年
生
、
同
東
小
学
校
5
年
生
、

美
沢
小
５
・
6
年
生
、
明
徳
小
3
〜
6
年

生
合
せ
て
75
名
。
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ルin

び

え
い
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
岡
崎
賢
輔
さ
ん
の
水
田
10
㌃
に
「
な
な

つ
ぼ
し
」
を
植
え
て
管
理
し
て
き
た
も
の
。

福
田
青
年
部
長
は
「
稲
を
し
っ
か
り
持
っ

て
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
刈
り
取
っ
て
」

と
助
言
。
刈
り
取
ら
れ
た
稲
は
、
サ
ポ
ー

町
内
小
70
名
が
食
育
事
業
で

ト
役
の
青
年
部
員
が
児
童
か
ら
受
け
取
り

脱
穀
を
し
て
い
ま
し
た
。
収
穫
物
は
Ｊ
Ａ

 

で
精
米
さ
れ
、
給
食
へ
と
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

稲
刈
り
体
験



　

北
海
道
牛
乳
普
及
協
会
で
は
、
栄
養
教

諭
や
管
理
栄
養
士
な
ど
の
食
育
を
め

ざ
し
て
い
る
学
生
に
酪
農
の
現
場
を

直
接
見
て
聞
い
て
、
触
れ
る
こ
と
で

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
10
月
14

日
美
瑛
町
で
酪
育
ミ
ル
ク
ア
カ
デ
ミ

ー
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
参
加
対
象

者
は
約
40
名
。
札
幌
近
郊
の
大
学
生

で
天
使
大
学
、
北
海
道
文
教
大
学
、

藤
女
子
大
学
、
酪
農
学
園
大
学
の
学

生
で
す
。
牧
場
体
験
学
習
で
は
㈱
ベ

イ
リ
ッ
チ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
代
表
の

浦
薫
さ
ん
か
ら
牧
場
の
概
要
の
説
明

を
受
け
た
後
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
体
験

や
搾
乳
体
験
を
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
子
供
た
ち
へ
酪
農
の
こ
と
に
つ

い
て
教
え
、
牛
の
管
理
や
搾
乳
な
ど
地
域

参加者全員で記念撮影。新しい発見に感動の一日

貢
献
活
動
も
行
っ
て
い
る
の
で
す
ね
」
と

新
し
い
発
見
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
続

い
て
町
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
ナ
チ

ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
。
チ
ー
ズ

の
栄
養
に
は
詳
し
い
皆
さ
ん
で
す
が
実

際
に
チ
ー
ズ
作
り
を
体
験
し

た
方
は
少
な
い
よ
う
で
、

出
来
た
て
チ
ー
ズ
の
美
味
し

さ
は
格
別
な
よ
う
で
し
た
。

今
回
は
生
産
現
場
と
生
産
者

の
声
を
聴
き
、
真
摯
に
農
業

に
向
か
い
合
う
姿
や
チ
ー
ズ
を

自
分
の
手
で
作
り
、
食
べ
る
と

い
う
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
た
体

験
学
習
は
好
評
な
中
で
終
了
し

ま
し
た
。

美瑛が舞台　2017酪育ミルクアカデミー

未来の食のスペシャリストが感動

牧場の概要について
説明の浦　薫代表

搾乳体験の参加者
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　道農政事務所は９月 29 日、道内における平成
29 年産水稲の作柄概況（９月 15 日現在）を発
表。作況指数は「やや良」に当たる「102」とし
た。作柄表示地帯別には、石狩、南空知、北空
知、オホーツク・十勝が 103、上川と後志、胆振、
日高が 102、留萌が 100、渡島と檜山は 99 で
100 を下回った。併せて発表された作付面積（青
刈り面積含む）は前年産から 1,400㌶減の 10 万
6,900㌶で、このうち主食用作付け見込み面積
は前年産を 400㌶下回る９万 8,600㌶となった。
全国の作況指数は「100」で、主食用作付面積は
137 万㌶と生産数量目標を２万㌶下回り、３年
連続で過剰作付けを解消した。
　道内の 100㌃当たり収量は、従来のふるい目
幅１・70mm で前年産を９キロ㌘上回る 560 キ
ロ㌘。27 年産から適用している「農家等が使用
しているふるい目幅（北海道は１・85mm）で
543 キロ㌘、平年収量（530 キロ㌘）対比 102
％となっている。また発表では①全もみ数は６
月が低温・日照不足で経過したものの、７月に
は天候が回復したことから「平年並み」となっ
た②登熟は８月上旬が多照で経過したことから
開花・受精が良好であったこと、８月下旬から
９月中旬にかけて低温で経過したものの、日照
時間はおおむね平年並み以上に確保され粒の肥
大および充実は順調であると見込まれることか
ら「やや良」と見込まれるーとコメントしている。
なお 10㌃当たり収量に主食用作付け見込み面積
を乗じた予想収穫量は 55 万 2,200㌧で、前年産
を 6,700㌧上回る。また作況指数「100」とな
った全国では、主食用作付面積は前年産に比べ
１万 1,000㌶減少しており、予想収穫用は同 18
万 3,000 トン少ない 731 万 3,000㌧が見込まれ
ている。地域別の作況指数は、九州が 103、中
国は 102、四国が 101、近畿と東北が 100、北
陸と関東・東山、東海が 99、沖縄は 96 となっ
ている。

29年産水稲の道内
作況指数は「１０２」に
主食用面積は９万8,600㌶
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10
㌃
当
た
り
米
生
産
費
は
前
年
比
２
・
５
％
減
少

　

家
畜
の
御
霊
に
畏
敬
の
念
と
感
謝
を
込

め
て
10
月
26
日
、
美
瑛
町
獣
魂
碑
の
移
設

に
伴
う
「
入
魂
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
に
は
美
瑛
町
酪
農
振
興
部
会
、
同

養
豚
会
な
ど
生
産
者
は
じ
め
町
や
農
業
団

体
関
係
者
が
参
列
。
新
た
な
移
設
場
所
は

美
瑛
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
み
の
り
」

の
敷
地
内
。
入
魂
祭
に
係
る
神
事
は
美
瑛

神
社
、
狩
野
宮
司
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
祝
詞
奏
上
の
後
狩
野
宮
司
は
「
牛

と
豚
の
入
魂
を
し
た
。
美
沢
か
ら
良
い
場

所
に
立
派
に
移
設
し
て
頂
い
た
。
先
達
は

家
畜
の
御
霊
に
毎
日
感
謝
を
し
て
過
ご
し

て
き
た
。
過
去
が
あ
る
か
ら
現
在
が
あ
る
。

現
在
が
あ
る
か
ら
未
来
に
つ
な
が
る
と
い

う
責
任
も
あ
り
、
今
日
の
お
参
り
は
深
い

意
味
が
あ
る
」
と
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。
参
列

者
は
新
し

い
獣
魂
碑

に
家
畜
へ

の
感
謝
の

思
い
を
新

た
に
し
て

い
ま
し

た
。 

　

美
瑛
産
の
農
畜
産
物
を
主
役

に
10
月
7
日
か
ら
9
日
ま
で
を

日
程
に
「
美
瑛
マ
ル
シ
ェ
in
美

瑛
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
期
間
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
美

瑛
選
果
特
設
会
場
に
は
た
く
さ

ん
の
来
場
者
で
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
美

瑛
の
米
粉
を
使
っ
た
揚
げ
パ
ン

が
用
意
さ
れ
「
き
な
粉
た
っ
ぷ

り
揚
げ
パ
ン
」
の
商
品
名
と
1

日
２
０
０
本
の
限
定
販
売
も
手

伝
っ
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
ま
た
セ
ン
カ
ク
ラ
ブ
会
員

限
定
の
馬
鈴
薯
・
玉
ね
ぎ
詰
め

放
題
も
1
回
目
は
無
料
と
あ
っ
て
大
人
気
。

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
、
美
瑛
牛
乳
の
無
料
試

飲
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
に
よ
る
、
お
も
ち
ゃ
か

ぼ
ち
ゃ
の
無
料
配
布
な
ど
美
瑛
産
農
産
物

を
主
役
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今

年
の
来
場

者
は
５
，

２
６
９ 

人

で
昨
年
比

１
２
５
㌫

の
人
気
と

な
り
ま
し

た
。

　

道
農
政
事
務
所
は
６
日
、
平
成
28
年
産

米
生
産
費
（
北
海
道
）
を
公
表
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
10
㌃
当
た
り
全
算
入
生
産

費
は
11
万
18
円
で
前
年
産
に
比
べ
２
・
５
％

（
２
，
８
６
８
円
）
減
少
。
過
去
10
年
で
は

19
年
（
10
万
６
，
９
６
７
円
）
に
次
ぐ
低

水
準
と
な
っ
た
。
一
方
、
単
収
が
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
60
㌔
㌘
当
た
り
全
算
入
生

産
費
は
同
０
・
9
％
（
１
０
１
円
）
増
の

１
万
１
，
９
６
９
円
と
、
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
。

　

同
事
務
所
に
よ
る
と
、
10
㌃
当
た
り
全

算
入
生
産
費
の
減
少
は
、
燃
油
価
格
の
低

下
な
ど
に
よ
っ
て
光
熱
動
力
費
が
減
少
し

（
60
㌔
㌘
当
た
り
は
０
・
９
％
増
平
成
28
年
産
・
北
海
道
）

た
の
が
主
な
要
因
。
費
用
合
計
の
う
ち
物

財
費
は
前
年
比
1
・
6
％
減
の
6
万
７
，

３
３
７
円
で
、
農
機
具
費
（
同
０
・
７
％
増
）

と
肥
料
費
（
同
３
・
３
％
増
）
は
前
年
よ
り

増
え
た
が
、
賃
借
料
お
よ
び
料
金
（
同
０
・

4
％
減
）、
農
業
薬
剤
費
（
同
０
・
4
％
減
）、

光
熱
動
力
費
（
同
13
・
6
％
減
）
は
減
少
。

労
働
費
は
２
万
７
，
８
８
６
円
で
同
１
・

９
％
減
と
な
っ
た
。
10
㌃
当
た
り
の
収
量

は
５
５
２
㌔
㌘
で
前
年
比
3
・
2
％
（
18

キ
ロ
㌘
）
減
、
労
働
時
間
は
17
・
33
時
間

で
同
1
・
３
％
（
0
・
22
時
間
）
減
、
１

経
営
体
当
た
り
作
付
面
積
は
８
１
２
・
９
㌃

で
同
１
・
３
％
（
10
・
２
㌃
）
増
と
な
っ
た
。

家
畜
の
御
霊
に
畏
敬
の
念

家
畜
の
御
霊
に
畏
敬
の
念

獣
魂
碑
移
設
で
入
魂
祭

美瑛産の食を堪能して
選果10周年美瑛マルシェ in美瑛

10
㌃
当
た
り
米
生
産
費
は
前
年
比
２
・
５
％
減
少

27 年産 28 年産 対前年増減

物　財　費 68,443 67,337 △ 1.6

うち農機具費 19,071 19,203 0.7

賃借料および料金 9,554 9,520 △ 0.4

肥料費 8,659 8,942 3.3

農業薬剤費 7,270 7,238 △ 0.4

光熱動力費 4,535 3,919 △ 13.6

労　働　費 28,417 27,886 △ 1.9

費　用　合　計 96,860 95,223 △ 1.7

資本利子・地代全額算入生産費 112,886 110,018 △ 2.5

60kg 当たり全算入生産費 11,868 11,969 0.9

10a 当たり収量（kg） 570 552 △ 3.2

10a 当たり労働時間（時間） 17.55 17.33 △ 1.3

1 経営体当たり作付面積（a） 802.7 812.9 1.3

平成 28年産米生産費（北海道、10ａ当たり）
（単位：円、％）

資料：農林水産省農業経営統計調査
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☆
当
選
者
は

小　

原　

志　

織
さ
ん

井　

川　

公　

子
さ
ん

髙　

橋　

美
智
子
さ
ん

藤　

田　

朔　

成
さ
ん

河　

村　

五
月
美
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
大
み
そ
か
に
は
―
―
そ
ば
を
食
べ

る
人
も
多
い

②
英
語
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
。
想
像
上
の

生
き
物
で
す

③
物
を
燃
や
す
と
残
る
も
の

④
鶏
の
頭
の
赤
い
冠

⑤
何
度
も
練
習
し
て
、
よ
う
や
く
―

―
を
つ
か
ん
だ

⑦
「
山
！
」「
川
！
」

⑨
現
在
よ
り
も
前
で
す

⑪
庭
に
掘
り
た
が
る
犬
も
い
ま
す

⑫
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
は
装
填
（
そ

う
て
ん
）
し
ま
せ
ん

⑬
少
年
剣
士
た
ち
が
振
る
物

⑮
月
曜
と
水
曜
の
間

⑯
お
子
様
ラ
ン
チ
に
立
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
も

⑰
狩
に
も
使
わ
れ
る
鳥

①
２
人
組
は
コ
ン
ビ
、
３
人
組
は
―

―
③
親
同
士
が
い
と
こ
で
す

⑥
―
―
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

⑦
「
お
は
よ
う
」
と
か
「
さ
よ
う
な

ら
」
と
か

⑧
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
イ
ン
ド
を
目
指
し

て
―
―
を
続
け
ま
し
た

⑩
カ
カ
オ
豆
か
ら
作
る
飲
み
物

⑭
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗
っ
た
そ
り

を
引
き
ま
す

⑯
ブ
ー
ケ
と
も
い
い
ま
す

⑱
太
陽
が
沈
む
と
や
っ
て
き
ま
す

⑲
進
化
の
反
対
語

⑳
人
の
言
葉
を
ま
ね
る
の
が
う
ま
い

鳥
。
―
―
返
し
に
答
え
る

Ａ
→
Ｅ

『
コ
ハ
ル
ビ
ヨ
リ
』
で
し
た

18

18

7

7

Ｅ

Ｅ

Ｆ

11

【全体運】素直になれず、つまらない意地を張りが
ち。言い過ぎた場合、すぐに謝って。水音を聴
くとリラックスできそう

【健康運】過激なダイエットは厳禁。無理は避けて
【幸運を呼ぶ食べ物】エリンギ

【全体運】優柔不断になりやすい傾向が。迷ったと
きは信頼できる人に助言を求めてみて。気力上
昇にはアートに触れると◎

【健康運】胃腸が弱り気味。暴飲暴食は控えること
【幸運を呼ぶ食べ物】ギンナン

【全体運】神経質になり、周囲の悪い部分ばかり目
につく暗示。文句は控え、見守る気持ちを大切に。
薬草茶がラッキー

【健康運】おおむね順調。運動に励み、リフレッシュを
【幸運を呼ぶ食べ物】サンショウ

【全体運】積極性が高まり、リーダー役を任される
機会が増えるかも。意欲的に引き受けて。面倒
見の良さを発揮すると吉

【健康運】健康への過信は禁物。きちんとケアして
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴボウ

【全体運】 他人に干渉してもめやすい月。親切の
つもりで、おせっかいを焼かないよう、ご用心。
開運には趣味を満喫して

【健康運】軽く体を動かせば、体調に好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】シシャモ

【全体運】コミュニケーション運が華やぐ兆し。新
しいタイプの友人ができるはず。新装開店ショッ
プにも幸運がある予感

【健康運】体重増が気になる時期。自己節制が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】興味のあることに意識を向けると、うれ
しい発見があるかも。気になっていた趣味や習い
事を始めるのも大賛成

【健康運】疲れを感じやすいよう。しっかり休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】未体験ジャンルに挑戦するのに向いて
います。知らない世界でも果敢にぶつかってみて。
リベンジも成功しそう

【健康運】食事リズムが乱れがち。調整を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】カリン

【全体運】優しさをアピールすれば自然と人気運
が上向く気配。持ち前の面倒見の良さを前面に
出して。掃除もお勧め 

【健康運】 比較的緩やか。適度な体操を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】フグ

【全体運】１人でいるより、気の合う仲間たちと行
動した方がつきに恵まれそう。旅行や飲み会の
誘いには気軽に応じて

【健康運】ストレスを感じやすいかも。気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】ニンジン

【全体運】できる人と比べ、何かと落ち込みやすい
かもしれません。「人は人」と割り切って。柔軟な発
想が好運の鍵に

【健康運】動くことで体力上昇。元気に過ごせます 
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】アクティブに活動できる好調運。守りよ
り、攻めの姿勢でガンガン動いてみて。思い切っ
た行動にチャンスあり

【健康運】運動不足になりやすい。歩くと好変化大
【幸運を呼ぶ食べ物】柿

12

12

20

20

21

19

19

18

18

イ
シ
ヅ
キ

ジ
ユ
ン
ロク
ロ
ウ
ト

タ
テ
ガ
ミ

チ
エ

サ
ビ

ト
サ

コ
リ

ヨ
ア
ケイ
エ
ジメ
ダ
ル

ウ

フ

ハ
ラコ

キ



6

第1126号　平成29年11月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

コンバインの刈刃 格納研磨のお知らせ

研修センター　☎ 92-0588

　来年の収穫時期に備えて刈刃を研ぎませんか？
研修センターでは来年までお預かりし、格納研磨の受
付を行っております。ぜひこの機会にご利用下さい。
≪特典≫◎工賃 15％引き　　
　　　　◎来年の 6 月ごろまで預かり
　　　　◎お支払いは７月以降です

『格納研磨受付期限は１２月２2 日まで』

消火器の使用期限は切れていませんか？

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　消火器の巡回点検を下記の内容にて実施致しま
す。期間内の点検は「無料」ですが、
古い消火器の廃棄は「有料」です。
新規交換をされる方の廃棄はサービス
とさせていただきます。

巡回期間：11 月 7 日～ 12 月末日
点検業者：旭川ハツタ商事㈱
※給油所の証明書を持参し巡回致します。
※代金は、クミカン又は普通貯金での取扱いとな
ります。

農協法公布記念キャンペーン

貯金課　金融店舗　☎ 92-4325

平成２７年度から実施しています『農協法公布記念キ
ャンペーン』を今年度につきましても、下記のとおり
実施いたします。
　期間：11 月 1 日（水）～ 11 月 17 日（金）
　場所：金融店舗窓口
　内容：現金と一緒に一日皆貯金申込書と貯金通帳をご

持参いただいた方に素敵な商品をプレゼント！

免税軽油作業日誌の受付について

ホクレン美瑛北町給油所　☎ 92-2157

　農業機械課では免税軽油作業日誌の受付を下記の内
容にて行います。
受付期間：11月 20日（月）～12月15日（金）
受付時間：平日　午前 9 時～午後 4 時
受付場所：研修センター研修室
　※印鑑をご持参下さい。

研修センター　☎ 92-0588

11月7日（火）・8日（水）
　　
ＡＭ 10：００～ＰＭ３：００　　
　　　

平成 29 年度　農業機械早期予約展示会
アロック秋の感謝フェア2017同時開催！！

アルーダ感謝フェア・新車・中古車・スタッドレスタイヤ大商談会
小農具・部品販売・バッテリー　

ＪＡびえい研修センター周辺
【来場粗品・成約記念品進呈】

開催日時 開催場所

そば・うどんコーナーもあります
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研修センター　☎ 92-0588

　

北海道富良野緑峰高等学校　農業特別専攻科
☎ 0167-22-2594

平成 30 年度
入学生募集について

　富良野緑峰高等学校農業特別専攻科では、自家の
農業に従事しながら専門的知識と技術を学びたい方
を募集しています。登校日数は１年間で約 70 日。
４月～ 10 月までの農繁期間は約 25 日に設定して
いるため、農作業に支障なく学ぶことができます。

修業年数　　２年間
募集人員　　２０名程度（男女共学）
受付期間　　平成 30 年１月 9 日（火）午前９時

から１月２2 日（月）正午まで（土、
日は除く）

検査日　　　平成 30 年 2 月 6 日（火）午前９時
検査会場　　北海道富良野緑峰高等学校
検査内容　　作文（800 字）、面接
合格発表　　平成 30 年２月 14 日（水）午前９時
その他　　※合格者が募集人数に満たない場合は、

２次募集を行います。
　　　　　※入学願書などは直接富良野緑峰高校へ

請求ください。

農業機械 早期予約取りまとめ実施中！

研修センター　☎ 92-0588

　ＪＡグループでは、コスト低減をめざし、早期発注による「予約メリ
ット」を組合員の皆様に還元する目的で、来年購入する予定の農業機械
の年内予約注文を受付実施中です。
早期予約受付期間　平成 29 年 12 月 25 日まで（予約された農機具の納品、
支払いは来年になります。）
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貯金課　金融店舗　☎ 92-4325
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来春の為に農機具の整備を…
ロータリー爪の

準備も忘れずに ! !

アルーダ JA びえい
中古農機感謝フェア開催

研修センター
　☎ 92-0588　FAX 92-3914

　研修センターでは、来春にむけ農機具の
格納修理受付とロータリー爪、牧草用トワ
イン、ラップフイルムの取りまとめを行い
ます。
　職員が各組合員宅へ推進にお伺い致しま
すのでこの機会にぜひお申し込み下さい。
　なお、お申し込みは、丘の大地 10 月号
折込みチラシとＦＡＸでご案内しておりま
す申込書でも受付致しておりますのでお早
めにお申し込み下さい。
　詳しくは研修センターまでお問い合わせ
下さい。

　中古農機常設展示場『アルーダＪＡびえい』
では、一年の感謝を込めて冬期間閉鎖前に感
謝フェアを下記の日程で開催いたします。
　多くの組合員皆様のご来場をお待ちしてお
ります。

　日時　１１月７日（火）
　　　　午前１０時から午後３時まで
　
　会場　アルーダ JA びえい
　　　　中古農機展示場

研修センター　☎ 92-0588
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第４2 回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表

11
    17
（金）

　ご案内の「組合員宅一日一斉皆訪問」期間
のため 11月 17 日（金）は一部の部門を除き
休業させて頂きます。なお、金融店舗・給油
所は通常業務を行っておりますのでご案内い
たします。

JA職員とひざを交え対話を
　組合員みなさんの営農と経済の拠り所であり、
JA事業の基本となる ｢農協法公布｣ を記念し、協
同運動の一貫として毎年実施している ｢組合員宅一
日一斉皆訪問｣ が数えて 42回目を迎えて行われま
す。昭和 22 年に農協法が制定され、今年で 70 年
目の大きな節目を迎えます。戦後間もなく全国各
地に誕生した農協”は相互扶助の考えの下、経済的
に弱い立場の人が手を携え、営農と生活を守ろうと、
その役割が果されてきました。
　申すまでもなく、当ＪＡは信用組合、産業組合、
農業会、農協へと協同の変遷を辿り、今日がありま
す。精神は不変でありますが、役割は大きく変わり、
協同の在り方についても“論評”される難しい時代
に入ってきたものの、組織する ｢組合員｣ の営農と
経済の拠り所として果す役割が大きいことに変わり
はありません。
　平成 28年 4月には、農協の事業運営などを改め
た改正農協法が施行され新しい法律の枠組みの中で
地域農業の振興・発展に取り組まなければなりま
せん。また、農業振興計画は平成 30年が目標年度。
美瑛町が持つ固有の生産基盤と高い生産技術を組み
言わせて目標をクリアしたいものです。これら組合
員の皆さんと ｢協同｣ を語る皆訪問に職員がお伺い
しますので宜しくお願いします。

ＪＡ業務は一部を除き
休業させていただきます

班№ 　氏　　名　 部　　　 署 訪　問　集　落

27
江 花　 光 春 営 農 支 援 課 新星農業班　新星Ａ班、新星Ｃ班

永 澤　 詩 織 融 資 課 （株）熊谷ファーム

28

井 上　 匡 史 販 売 促 進 課 新星農業班　新星Ｂ班、新星Ｄ班

森平　笑理佳 農 業 機 械 課 （株）美瑛ファーム

常 盤　 繭 子 推 進 課

29
山田　健太郎 農 業 機 械 課 横牛農事組合　横牛第一

岡 田　 睦 美 施 設 課

30
寺 崎　 智 春 農 業 機 械 課 横牛農事組合　横牛第二

水 上　 進 施 設 課

31

近 藤　 和 文 共 済 部 朗根内農事組合　朗根内更生

児 玉　 翔 吾 畜 産 課

木 本　 則 雄 農 業 機 械 課

32

川 村　 直 美 管 理 課 朗根内農事組合　朗根内

松 下　 広 樹 生 産 振 興 課

小 鹿　 雅 美 農 業 機 械 課

33

佐 藤　 秀 治 生 産 資 材 課 俵真布町内会、（農）福田農園

川 﨑　 雄 作 生 産 振 興 課 （農）萌育実生産組合構成員

小 崎　 雅 也 営 農 支 援 課

34

大 瀧　 麻 美 生 産 資 材 課 旭農事組合　旭中央、旭第八

眞 鍋　 啓 太 営 農 支 援 課

能登谷　和紀 監 査 室

35

中 村　 紀 之 総 務 部 旭農事組合　旭第一・六、旭第二

廣 瀬　 勉 生 産 資 材 課 （農）旭新生組合

近 藤　 舞 経 理 課

36
佐々木　昭大 生 産 振 興 課 旭農事組合　旭第三、旭第五

古村　有里子 農 業 機 械 課 あさひファーム（有）、さわだ園芸（合）

37

神子素　賢一 経 理 課 旭農事組合　旭第四・北星

吉 川　 晃 生 産 資 材 課 荒川グランパ農園（有）

友 田　 博 明 経 済 対 策 課
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農業新時代を協同の輪で築こう

第 42回　組合員宅一日一斉皆訪問

ＪＡ職員が
第４2 回　組合員宅一日一斉皆訪問　班編成表

ＪＡ職員が お伺いします。お伺いします。
班№ 　氏　　名　 部　　　 署 訪　問　集　落

1

野 尻　 和 典 施 設 課 美馬牛第二、佐藤農園

美馬牛旭新千 葉　 美 恵 生 産 資 材 課

阪 井　 愛 理 共 済 課

2
鈴 木　 紀 寿 販 売 促 進 課 ルベシベ第四

腰 越　 直 美 推 進 課 ルベシベ共和

3

加 藤　 護 金 融 部 福富三愛農事組合

古川　智香子 経 理 課 内訳：瑛進、間宮、福美沢、大曲、豊栄

中 村　 真 理 生 産 資 材 課

4
平 間　 尚 貴 生 産 振 興 課 大村農成会、（有）アグリック

橋 本　 宏 子 推 進 課

5

松 田　 充 浩 営 農 企 画 課 水沢平誠会Ａ、（農）藤田農場

中 村　 英 司 販 売 促 進 課 福富三愛農事組合　内訳：みどり

池 田　 理 美 共 済 課

6

大 市　 和 明 生 産 資 材 課 水沢平誠会Ｂ

長 谷　 郁 人 生 産 振 興 課 （農）平和生産組合構成員

鳥取　大二朗 推 進 課

7

鎌 田　 陽 施 設 課 北瑛農事組合 1 班、北瑛農事組合 2 班

津 山　 和 正 営 農 支 援 課 （農）柏台生産組合構成員、（有）美夢舎

池 野　 靖 子 農 業 機 械 課 （農）大雪生産組合構成員

8

佐 藤　 靖 畜 産 課 北瑛農事組合 3 班、（農）タダノ

菅　 章 貴 管 理 課 （農）浦島農場、（合）多和楽

大 崎　 麿 鼓 営 農 企 画 課 美田・夕張、（有）ジェネシス美瑛

9
渡 辺　 和 也 畜 産 部 美田町内会、（有）畑中ﾌｧｰﾑ

西 舘　 優 菜 販 売 促 進 課 五稜第一

10

舟 木　 和 弘 農 業 機 械 課 五稜農友会、（有）辻農場

横 山　 渓 畜 産 課 （有）大脇農場、（有）グリッター、（有）Victoire

六 鹿　 舞 子 販 売 促 進 課

11

三田村　絵美 営 農 支 援 課 原野農事組合

中 家　 良 太 生 産 振 興 課 原野 5 線

下 司　 貴 博 農 業 機 械 課 美瑛ｱｸﾞﾘｻﾎﾟｰﾄ（株）

12
中 野　 宏 営 農 企 画 課 藤野東和

丸 山　 令 子 経 理 課 藤野協成

13

中 橋　 勇 治 監 査 室 美沢早崎

佐 藤　 公 俊 農 業 機 械 課 藤野第一

高橋　はるか 推 進 課

班№ 　氏　　名　 部　　　 署 訪　問　集　落

14

天 野　 瑛 販 売 促 進 課 美沢共立

松 田　 敏 美 農 業 機 械 課 美沢新生

真 田　 美 佳 管 理 課

15

三 木　 信 吾 生 産 資 材 課 美沢共生

廣 田　 好 宣 営 農 企 画 課 美沢美生

宮 下　 水 月 経 理 課

16

栢 木　 貴 志 販 売 促 進 課 美瑛共和、美沢希望

加 藤　 利 治 管 理 課 美沢川向集落

佐 藤　 正 志 農 業 機 械 課

17

小 崎　 裕 司 推 進 課 新向会

田 村　 和 行 農 業 機 械 課

松 家　 美 咲 管 理 課

18
高 橋　 章 購 買 部 下精美、上精美

青 田　 奈 々 施 設 課 （株）ファーム風と緑の子守歌

19
高 橋　 正 明 経 済 対 策 課 置杵牛協英

保 田 千 恵 美 経 理 課 置杵牛中央

20

谷 口　 朋 子 農 業 機 械 課 下宇莫別農事組合

河 上　 慶 太 営 農 支 援 課

山口　真里奈 生 産 振 興 課

21
中 村　 千 代 融 資 課 中宇農事組合、大三、赤羽

寺 口　 秀 美 営 農 企 画 課 （株）ﾍﾞｲﾘｯﾁﾗﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ、（合）岩崎農場

22
小 柳　 秀 明 金 融 部 上宇莫別町内会、明治町内会

山 田　 直 樹 営 農 部 （合）吉井ﾌｧｰﾑ、（株）稲川牧場

23

鈴 木　 勝 也 販 売 部 美馬牛大成、美馬牛第一

藤 田　 節 夫 農 業 機 械 課 （農）美馬牛ﾌｧｰﾑ構成員

江 花　 彩 貯 金 課

24

佐 藤　 要 共 済 課 ルベシベ第一、ルベシベ第二

山 田　 実 農 業 機 械 課 ルベシベ栄進、（株）びえい牧場、

松井　あゆみ 経 理 課

25

内 田　 達 也 生 産 振 興 課 ルベシベ第三

高 橋　 拓 也 農 業 機 械 課 ルベシベ平和

冨田　めぐみ 共 済 課

26

大 波　 満 農 業 機 械 課 ルベシベ北斗、二股町内会

工 藤　 優 佳 販 売 促 進 課 （農）丘の里ﾍﾙｼｰﾌｧｰﾑ構成員

近藤　めぐみ 管 理 課 （株）アグリエイト、（農）丘の里ﾍﾙｼｰﾌｧｰﾑ



　

ピ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
認
定
マ
ー
ク
商
品

は
、
訪
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た
人
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が
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く
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気
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の
良
い
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・
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・
人
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を
楽
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め
る
こ
と
を
約
束
す
る
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で
、
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の
高
い
セ
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ス
の
良
い
人
々
、
定
番
の

観
光
と
は
違
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
る

楽
し
み
を
求
め
る
人
々
の
直
感
に
響
く

よ
う
な
、
美
瑛
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
価
値
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
す
る

た
め
、
高
級
感
や
洗
練
度
の
高
い
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、
親
し
み
や
安

心
を
感
じ
長
く
愛
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と

し
美
瑛
町
が
認
定
す
る
も
の
で
す 
。

　

全
国
飲
用
牛
乳
公
正
取
引
協
議
会
か

ら
「
特
選
」
表
示
（
乳
脂
肪
分
３
・
７

％
以
上
、
無
脂
乳
固
形
分
８
・
５
％
以

上
等
の
高
い
値
を
ク
リ
ア
）
の
認
可
を

得
、
製
法
に
関
し
て
は
、
瞬
間
脱
気
製

ビエイティフル認定商品に認定されました

　北海道プレミアム美瑛牛乳

法
で
生
乳
に
溶
け
込
ん
で
い
る
酵
素
を

瞬
時
に
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、
加
熱

工
程
（
１
３
０
℃
で
２
秒
間
殺
菌
）
で

の
「
コ
ゲ
臭
さ
」
を
抑
え
、
美
瑛
牛
乳

本
来
の
お
い
し
さ
が
そ
の
ま
ま
味
わ
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年

４
月
よ
り
美
瑛
牛
乳
２
０
０
ml
の
販

売
、
町
内
学
校
給
食
へ
の
供
給
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

もうひとつの逸品

美瑛の「おいも」
　美瑛産馬鈴薯を使
用した「限定」のポ
テトチップスが出来
上 が り ま し た。29
年産馬鈴薯を原料に
生産。正に「揚げた
て」をご賞味くださ
い。 

！！
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■日本列島を襲う台風、今年も発生の頻度や規模には異常さを感じる。
今年の台風 1 号の発生は 4 月 26 日だそうだ。台風の発生は 7 月が 8 個、
9 月は 4 個で特に台風 18 号は九州、四国、本州、北海道とすべてに上
陸し史上初の台風とされている。この台風の農業被害は全道に拡大し、
日胆や十勝、根釧地区での飼料作物が今年も壊滅的な被害が報告されて
いる。10 月後半に本町に初雪をもたらしたのは超大型の台風 21 号。災
害列島を象徴するありがたくない来客だ。■ AI( 人工知能 ) 時代の本格
的な到来が現実味を帯びている。囲碁や将棋の世界では「プロ棋士」を
どんどん制覇。もう 10 年もすれば職業の半分が機械に代替されるので
はとの予測が示され衝撃が走った。農業にもそんな時代が進み AI に支配
される時代が来るのだろうか。

725 人

1,902 人

267 億 34 百万円

79 億 72 百万円

 11 億 37 百万円

45 億 80 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 9 月末）

発生件数　　5件（14 件）　《17 件》
　　負傷　　5人（14 人）　《16 人》
　　死亡　　0人（  0 人）　《 1 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（10月20日現在）

11

1日（水）　農業懇談会

3日（金）　文化の日

7日（火）　年金友の会観楓会（～ 10日）

17日（金）　組合員宅一日一斉皆訪問

21日（火）
　役員道外視察研修（～ 24日）
　JA北海道大会実践フォーラム

23日（木）　勤労感謝の日

平
成
29年

11月
1日（

毎
月
1回
発
行
）

昭
和
45年

3月
5日
第
3種
郵
便
物
認
可

毎
月
1日
発
行

1126
熊
谷
留
夫

総
務
部
　
　

第31回理事会　9月29日（金）
■議案審議事項
議案第１号　第 2 四半期定例自治監査改善事項について
・原案どおり承認されました。

議案第２号　規程類の廃止と一部変更について
・原案どおり承認されました。


